
　

障害者差別解消法が２０１６年４月に施行され、２年間が過ぎようとしています。社会の各分野で「合理的

配慮」、支援の取り組みが進んでいます。その取り組みを、内閣府が１７年１１月に「合理的配慮の提供事

例」として公表しています。聴覚障害者に関わる部分を一部紹介します。

　　　　　　　■＝障害者が困っていること、申し出　　　　　□＝合理的配慮の提供

■１　右耳が聞こえにくいので、講習会では、講師に向かって右側の位置に配席してもらいたい。

□１　希望に沿う位置に配席した。

■２　難聴のため、授業を聞くこととノートをとることの両立が難しい時がある。

□２　授業の撮影は禁止されているが、黒板の撮影を認めることとした。

■３　英語の試験にリスニングがあるが、聴覚障害により受験することができない。

□３　代替試験を設けて点数が取れるようにした。

■４　病院の待合室で順番を待っているとき、呼ばれてもわからない。

□４　普段は診察室から次の受診者の名前を呼ぶが、待合室の座席まで呼びに行くようにした。

■５　食券制の飲食店で、呼ばれたらカウンターまで取りに行く仕組みになっていた。

□５　身ぶりによって料理ができたことを伝えた。気づかなかったので店員が座席まで配膳した。

■６　会員登録の変更をしたいのだが、電話対応のみで手続きができない。

□６　他の業務で使っているＦＡＸを使って連絡してもらい、変更手続きをした。

■７　受付窓口が整理券方式なので、番号を呼ばれるまで担当者の口元をじっと見つめているか、自分の前の

　　　番号が呼ばれたら、受付窓口に近づいてスタンバイしなくてはならない。

□７　整理番号が表示される電光掲示板を設置した。

■８　通常の対応時間外の訪問では、インターホンで警備員室に連絡してドアを開けてもらうシステムで入館

　　　できない。

□８　カメラ・モニター付きのインターホンを設置し、身振りや筆談なども伝わるようにした。

春の日

■９　（災害時）警報は音声によるものが多く、聴覚障害

　　　者には気づきにくい。

□９　登録されたメールアドレスに災害情報を送信するシ

　　　ステムを導入した。業務のお知らせなどを表示して

　　　いる電光掲示板に、緊急速報などが表示されるよう

　　　にシステムを改修した。

　これ以外にも、多くの事例があります。

内閣府ホーム＞内閣府の政策＞共生社会政策トップ＞障

害者施策＞もっと詳しく＞基本的枠組み＞障害を理由とす

る差別の解消の推進＞合理的配慮の提供等事例集 で検索

してみてください。
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